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Market News - 2015.July 

拝啓 初夏の候、貴社ますますご発展のこととお慶び申し上げます。平素は弊社製品に格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて表記の件、Market News7 月号（No.6）を発行致しましたので、ご一読頂けますと幸いです。引き続き弊社並び弊社取り扱い製品を 

よろしくお願い申し上げます。 

敬具 

(1) 北米産原料じゃがいも作付面積（単位：千エーカー） 

NAPMN(North American Potato Market News)に掲載された直近の 2015 年北米原料作付面積予測を以下表にまとめた。 

 

国名及び州名 2012 年 2013 年 2014 年 2015 年 前年比 

【米国産春作】*1 87.1  75.9  73.8  73.0  -1.1% 

【米国産夏作】*2 54.5  48.7  50.4  49.3  -2.2% 

【米国産秋作】*3 1,013.2  939.3  936.9  955.3  2.0% 

アイダホ州 345.0  317.0  321.0  325.0  1.2% 

ワシントン州 165.0  160.0  165.0  170.0  3.0% 

オレゴン州 42.0  40.0  39.0  39.0  0.0% 

【米国産年間合計】 1,154.8  1,063.9  1,061.1  1,077.6  1.6% 

【カナダ産】*4           

東部沿海州地区合計 145.4  139.4  140.8  140.6  -0.1% 

ケベック州 42.0  42.3  43.0  42.5  -1.2% 

オンタリオ州 39.8  38.0  35.5  35.4  -0.3% 

プレーリー地区合計 138.9  129.5  122.4  128.8  5.2% 

ブリティッシュコロンビア州 7.0  6.2  5.9  5.7  -3.2% 

【カナダ産合計】 373.2  355.3  347.5  353.0  1.6% 

【北米年間合計】 1,528.0  1,419.2  1,408.6  1,430.6  1.6% 

*1：NAPMN 4/1 号掲載 *2, 3：NAPMN 7/1 号掲載, *4：NAPMN 5/20 号掲載 

【米国産】 

春作、夏作の作付面積は前年割れとなったが、秋作の作付面積は前年を 2.0％上回る見通しに変更されため、米国全体の作付面積は

前年比 1.6％増となる見通し。秋作の主産地であるアイダホ州は前年比 1.2%増、ワシントン州は前年比 3.0%増、オレゴン州は前年比

±0％の見通しと発表された。本年秋作の単収を過去 20 年傾向値(1 エーカー当り約 20 トン)と同一に見込んだ場合、本年秋作収量は

前年比で 2.0％近い増加が見込まれるが、主産地のアイダホ州やコロンビアベイスン地区では 6月末の日中最高気温が 40℃に達するなど、

今後の原料生育や収量減が懸念される。 

【カナダ産原料】 

NAPMNが5/20号に掲載した数値では、カナダ全体の2015年産原料作付面積は前年比約1.6%増となる予想。東部沿海州地区

やケベック州、オンタリオ州では 2014 年産原料の消化が遅れており、作付面積は前年比微減。プレーリー地区ではマニトバ州の作付面積

が契約増により前年比 12.0％増となったが、その他の地域では前年を下回っており、地区合計は前年比 5.2％増の見通し。 
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※ヨーロッパ栽培状況：春先の冷涼多雨な気候により作付けが遅れたため、早生種の収穫も遅れている。栽培地域の多くは極度の熱波

と干ばつに見舞われており、収量の大幅減少が懸念されることから、ヨーロッパの原料先物価格は短期間で急騰を続けている。 

 

(2) 2015 年 5月 日本のフレンチフライ輸入量（単位：トン） 

米国やカナダからの製品入荷は平時とほぼ同等量にまで回復したが、昨年 5～7月は米国西岸部のストライキ懸念により各社が米国製品

の輸入量を増加させていたため、本年 5月の実績は前年を下回るものとなった。ベルギー、オランダからの輸入量は引き続き前年を大きく 

上回るペースで伸長しており、ニュージーランドからの輸入量も高い伸び率を維持している。 

 

輸入国 14 年総輸入量 15 年 5月輸入量 前年同月比 前年累計比 

アメリカ 253,763 21,642 81.1% 97.0% 

カナダ 27,671 3,524 121.7% 116.8% 

ベルギー 16,865 3,058 320.6% 227.7% 

オランダ 8,079 1,815 666.7% 323.6% 

ニュージーランド 3,367 390 161.3% 160.1% 

ドイツ 2,343 175.77 69.2% 103.2% 

フランス 1,636 297 268.2% 96.5% 

エジプト 1,719 242 550.0% 107.8% 

中国 10,836 690 81.6% 100.7% 

その他 756 19 19.4% 127.1% 

輸入量合計 327,036 31,853 98.3% 108.7% 

出典：財務省貿易統計（税番HS2004.10 及び 0710.10）  

 

(3) 2015 年産冷凍アボカド製品入荷の件（500gx20 入規格） 

一部のお客様にはご案内させて頂いておりますが、2015 年産原料を使用した冷凍アボカド製品の入荷が始まりました。今期より製造工場

を変更し、「食味・風味」を改善するために原材料の一部を変更させて頂きました。現行製品は在庫が無くなり次第、順次 2015 年産製品

へと切り替えさせて頂きます（ダイス・スライス・ハーフ）。 

切り替え時期や原材料の詳細につきましては、弊社営業担当までお問い合わせ下さい。 

 

以上 


